
 10番、藤本実君の質問を許可します。 

          （10番 藤本 実君登壇） 

〇10番（藤本 実君） 猿橋町小篠の藤本実でございます。議長の許可をいただきましたので、日本共産党の一

般質問を行います。 

 初めに、物価高騰にトランプ関税、政治の在り方が問われていると思いますので、一言申し上げます。政府放

出の備蓄米は、小泉米と呼ばれ、市価の半値で売り出され、支持率も急上昇とか。私には、小手先の対応にしか

思えません。米農家は、2000年以降175万戸から53万戸へと３分の１になり、生産基盤の崩壊が進んでいます。

小泉農水相は、米輸入の前倒しも示唆していますが、それでは米の生産基盤を一層弱体化させます。日本共産党

の基本政策は、減反、減産から増産への転換、市場任せから国が責任を持って安定供給を進める農政への大転換

が必要だとしています。自国の農業を衰退させながら、飽食の中を生きる現代日本、このままで本当にいいので

しょうか。 

 ２つ目は、トランプ政権の下でもアメリカ言いなりを続けるのかです。朝日の調査で、対米外交について、自

立したほうがよいが68％に上りました。関税交渉において、日本の米や農業を貢ぎ物のように差し出すことは許

されません。日本共産党の基本政策は、無条件での関税撤回を求めるとしています。日本経済で最も体力があり、

巨額の内部留保を抱えている大企業が雇用や取引企業を切り捨てるなら、トランプ関税の被害は拡大されます。

リストラ、下請いじめを未然に防ぎ、農業を守り、家計と内需を応援する政策が求められています。７月の参議

院選挙での国民の審判が待たれます。 

 それでは、発言通告に基づき、質問させていただきます。１、水道基本料金４か月間無償について。今回の質

問は、大月市での物価高騰対策について、また水道料金を中期的に見ていかに下げていくかの２点に絞って行い

ます。 

 東京都の小池知事は５月20日、今年６月か７月からの４か月間、都内全ての一般家庭の水道基本料金を無償に

すると発表しました。大月市で東京都と同じ措置を取った場合の費用試算について聞きたいと思います。口径ご

との１か月当たりの基本料金、上水道世帯数、市営簡易水道世帯数など、積算根拠を示して費用を明らかにして

ください。 

 そこで質問です。１、水道基本料金４か月間無償にした場合の費用は。 

 その財源には、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加措置の活用を検討してほしいと思います。令

和６年度補正予算での重点支援交付金は、専決処分で決定されました。申請まで時間がないことが理由だったの

で、新しい観点として問題提起します。 

 大月市が参画する山梨県東部地域広域水道企業団の水道料金は、山梨県内で最も高い現状にあります。平成30

年度からは市営簡易水道事業も料金の統一化を図り、大月市内の大半が水道料金の高負担をしています。にもか

かわらず、人口減少による水需要の減少により料金収入が減少する一方、施設の老朽化、資材費高騰など厳しい

経営状況が続くため、これから先さらなる値上げになるのかと不安の声を聞きます。だからこそ、チャンスがあ

るなら、水道料金の値下げに取り組んでもらいたいのです。 

 言うまでもなく、水道事業は命を保障するもの。洗濯や風呂、節水しても限りがある。所得が少なくても、水

道事業には減免措置はありません。まして、異常気象による猛暑です。小池都知事は、光熱水費の負担を軽減す

ることで、エアコンの利用を控えて熱中症にかかる人を減らす狙いがあるとして、水道基本料金の４か月無償を

発表しました。大月市は山に囲まれているから涼しいでしょうか。水道料金値下げの意義を認識して、臨時交付

金の追加分の活用並びに、不足分は一般会計からの繰り出しを含めて検討してほしいと思います。 

 そこで質問です。２、財源は国の令和７年度５月予備費による重点支援地方交付金の追加分の活用検討を。 

よろしくお願いいたします。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君の質問に対し、当局の答弁を求めます。 

 仲澤地域整備課長、答弁。 



          （地域整備課長 仲澤健二君登壇） 

〇地域整備課長（仲澤健二君） 藤本実議員の質問にお答えいたします。 

 水道基本料金４か月間無償についてのうち、初めに水道基本料金を４か月間無償にした場合の費用はについて

であります。まず、１か月当たりの基本料金ですが、一般家庭で通常使われます口径13ミリ、20ミリですと、東

部地域広域水道企業団では13ミリが1,330円、20ミリが1,750円、市営簡易水道では13ミリが2,200円、20ミリが

3,080円となっております。 

 次に、世帯数ですが、一般家庭で通常使われます口径20ミリ以下の使用件数を世帯数とみなしますと、令和７

年３月末時点で水道企業団が7,702件、市営簡易水道が1,388件となっております。この使用件数から、水道基本

料金を４か月間無償にした場合の費用を試算しますと、水道企業団に係る費用が約4,400万円、市営簡易水道に

係る費用が約1,300万円、合計約5,700万円となります。 

 次に、財源は国の令和７年度５月予備費による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加分の活用をに

ついてであります。過日、交付限度額が示され、大月市は1,000万円程度でありました。先ほど説明いたしまし

たとおり、水道基本料金を４か月間無償にした場合の費用は5,700万円程度と見込んでおり、交付金のみで対応

することはできません。また、本市では小規模水道など基本料金の無償化による恩恵を受けられない世帯もある

ことから、今後、水道基本料金も含め、効果的な活用を検討してまいります。 

 以上であります。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君。 

          （10番 藤本 実君登壇） 

〇10番（藤本 実君） 1,000万円の臨時交付金のみでは、水道基本料金の４か月無償化は難しいということで

すので、小林市長の判断を待ちたいと思います。 

 余談ですが、今回の東京都の水道料金負担軽減については、都の発表の前日に自由民主党、都民ファーストの

会、公明党が要望書を提出し、まるで自らの手柄のように言っています。フリーアナウンサーの古舘󠄁伊知郎氏は、

配信動画で都の水道料金負担軽減策に関して、「今からでも遅くないから、小池知事は、共産党さんの意見がす

ばらしいので取り入れさせていただきますって言うしかないでしょう」と述べています。実は、コロナ禍が始ま

った2020年３月から、共産党都議団が繰り返し求めてきたのです。大月市の水道料金は、東京都よりもずっと高

いのですから、ぜひ心に留めてほしいと思います。 

 次の質問に移ります。２、水道等の防災対策の推進について。 

 次に、水道料金を中期的に見ていかに下げていくかについて提案したいと思います。東部地域広域水道企業団

の経営状況、漏水対策の進捗状況も踏まえ、令和７年度から始まった新しい補助事業の申請を検討してほしいと

思います。令和６年能登半島地震の教訓を踏まえ、災害時の水の確保が極めて重要であるとして、国において地

方団体の水道事業の防災対策を強化するために、地方財政措置が拡充されました。 

 そこで、水道管路耐震化事業に係る地方財政措置の拡充の内容を紹介した上で、現在の企業団水道ビジョンに

おける投資計画にある大月駅周辺配水管布設替えを漏水対策事業として令和14年度まで計画しているところを

見直し、期限内の令和10年度までに前倒し上乗せした場合の財政への影響を試算してほしいと思います。実質公

債費比率に影響は出るでしょうか。 

 さらに、水道ビジョンでは令和９年度からは収益的収支は黒字に転じる見通しですが、事業の前倒しをした場

合、企業団の財政収支見通しへの影響はあるでしょうか。 

 以上の点を踏まえ、数字も明らかにして、新補助事業の申請について検討してほしいと思います。 

 そこで質問です。１、水道等の防災対策で新補助事業の申請の検討を。 

 仮に上乗せ措置が新しい補助事業に認められた場合の財政負担削減効果について試算をお願いします。 

 そこで質問です。２、仮に新しい補助事業に認められた場合、財政負担削減額は幾らか。 

 以上、よろしくお願いします。 



〇議長（相馬 力君） 藤本実君の質問に対し、当局の答弁を求めます。 

 小林産業建設部長、答弁。 

          （産業建設部長兼建設課長 小林信一君登壇） 

〇産業建設部長兼建設課長（小林信一君） 水道等の防災対策の推進についてのうち、初めに水道等の防災対策

で新補助事業の申請の検討をについてお答えいたします。 

 まず、対象となる経費は、水道管路の耐震化事業のうち、通常事業費を超えて実施する事業、すなわち上積み

事業に対し、一定割合を一般会計出資債の対象とし、元利償還金の50％を普通交付税措置するというものであり

ます。今回の措置は、拡充となっておりますが、本市においては令和２年度から４年度の平均管路耐震化事業費

が１億6,700万円余りで、これを上回る事業費に対して措置されるものとなっており、新たに補助事業が創設さ

れたわけではなく、既存の事業に対する拡充であると東部地域広域水道企業団とも確認をしたところであります。 

 次に、仮に新しい補助事業に認められた場合、財政負担削減額は幾らかについてであります。議員ご指摘の事

業については、令和２年度から４年度の平均管路耐震化事業費１億6,700万円が基準となり、それを超える事業

費を上積み事業費として、上積み分事業費の約４分の１が交付税措置されるものであります。令和７年度の事業

費は7,200万円であり、財政負担軽減効果が出る基準額１億6,700万円の事業費を超える必要があります。事業前

倒しによる上積み事業を実施した場合、一定の財政負担軽減効果があるものの、そのためには計画事業量の数倍

の事業費が必要なことから、慎重な判断が必要であり、拡充期間が令和10年度までであることを踏まえ、東部地

域広域水道企業団及び上野原市と検討を行ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君。 

          （10番 藤本 実君登壇） 

〇10番（藤本 実君） 水道ビジョンがあり、水道企業団において堅実な経営がなされていることは承知してい

ます。基準年である令和２から４年度は、大月市分において特に大きな管路耐震化事業をした年であり、それ以

降は漏水対策事業のみで、水道ビジョンにある令和14年度までの事業を前倒ししたとしても、とても基準を超え

ないことから申請できないということでした。 

 再質問をお願いします。このままでは、せっかくの能登半島地震の教訓を踏まえた防災対策の推進事業が使え

ないわけです。基準年の指定を見直し、申請できるように、国と協議する考えはありませんか。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君の再質問に対し、当局の答弁を求めます。 

 仲澤地域整備課長、答弁。 

          （地域整備課長 仲澤健二君登壇） 

〇地域整備課長（仲澤健二君） 藤本実議員の再質問にお答えいたします。 

 東部地域広域水道企業団において実施しております水道管路耐震化事業につきましては、国の補助制度の枠組

みで実施しており、全国統一の制度であるため、制度を見直すことは難しいと考えております。しかしながら、

建設改良事業に係る費用は財政収支への影響が大きいため、これを軽減するために国庫補助金の要件緩和や補助

率の拡大等、他市町村と協力して、県を通じて国への働きかけを継続して行ってまいります。 

 以上であります。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君。 

          （10番 藤本 実君登壇） 

〇10番（藤本 実君） 経営上も、有収率を上げるため漏水対策は欠かせません。令和14年度までの水道事業投

資計画以上のことをすぐに事業化するのは難しいのかもしれませんが、できるだけ速やかに対応すべきものなら、

有利な補助事業を取りにいくべきです。 

 再質問をお願いします。水道ビジョンには、令和９年度からは収益的収支は黒字に転じる見通しが示されてい

ますが、水道料金の値上げは当面ないと考えてよいでしょうか。よろしくお願いします。 



〇議長（相馬 力君） 藤本実君の再質問に対し、当局の答弁を求めます。 

 仲澤地域整備課長、答弁。 

          （地域整備課長 仲澤健二君登壇） 

〇地域整備課長（仲澤健二君） 藤本実議員の再質問にお答えいたします。 

 水道料金の値上げの可能性についてですが、まず東部地域広域水道企業団につきましては、市とは別団体であ

るため、その運営方針等について本市からお答えすることは控えさせていただきます。 

 市営簡易水道については、水道料金は、安全で安定した水道水の供給、水道管や施設の維持更新等、水道事業

を継続的に運営していくために必要な費用として徴収しております。料金改定の有無や時期については、現時点

では未定ですが、将来の費用や収益を勘案し、上水道利用者との公平性を踏まえ、対応していきたいと考えてい

ます。人口減少や資材、電気代高騰など厳しい経営状況が続くことが予想されますが、今後も経費削減や効率的

な経営に努めてまいります。 

 以上です。 

〇議長（相馬 力君） 藤本実君。 

          （10番 藤本 実君登壇） 

〇10番（藤本 実君） 水道ビジョンには、次のように書かれています。今後も、給水収益の減少傾向は継続す

るため、収入の減少が続くものの、企業団設立時に整備した施設の減価償却が完了することから、支出する額が

少なくなります。このため、予測では、令和９年度には収益的収支は黒字に転じることとなります。値上げでは

なく、値下げをいかになすか、ぜひ研究を進めていただきたいと思います。 

 ここで、前回定例会最終日、令和７年３月21日、本会議で行った私の発言について、この場で撤回し、謝罪い

たしますので、しばらくご容赦願います。 

 問題の発言は、令和７年度一般会計予算反対討論の中でしております。市政運営停滞の原因が財政当局の財政

危機論にあるとして、特定の職員を悪者にし、市長の職責すら及ばないかのような印象を与え、もって行政組織

と当該職員の自尊心を傷つけてしまいました。この見立ては間違いであり、発言を撤回し、謝罪いたします。誠

に申し訳ありませんでした。 

 もとより市役所職員の皆さんは、まちづくりの頼もしい仲間です。市民の声を行政に届ける議員の役割を全う

しながら、よいまち、面白いまちをつくるために、一緒に汗をかきたいと思います。信頼を損ねる発言をしたこ

とを重ねておわびして、私の一般質問を終了させていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

〇議長（相馬 力君） これで藤本実君の質問を終結いたします。 


